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譬
喩
に
み
る
日
蓮
の
家
族
観
―
夫
婦
に
関
す
る
説
示
を
中
心
に
―

高
森
大
乗

一
、
は
じ
め
に

鎌
倉
時
代
の
仏
教
者
、
日
蓮
（
一
二
二
二
～
一
二
八
二
）
は
、
法
然
・
親
鸞
ら
当
時
の
新
進
気
鋭
の
仏
教
者
た
ち
が

そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
民
衆
の
暮
ら
し
の
中
に
仏
教
を
根
付
か
せ
た
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
鎌
倉
仏
教
の
特
色
と

さ
れ
る
庶
民
的
性
格
（
１
）

は
、
日
蓮
の
布
教
の
姿
勢
に
も
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
講
会
や
法
門
談
義
で
の
言
説
布
教
、
著

述
や
書
簡
な
ど
文
書
に
よ
る
文
字
布
教
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
弟
子
を
介
し
て
の
間
接
的
教
化
に
よ
っ
て
、
日
蓮
は
、

多
く
の
檀
越
や
信
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
（
２
）

。
重
要
な
こ
と
は
、
出
家
者
が
こ
れ
ら
在
家
者
と
接
触
を

密
に
す
る
と
、
自
ず
と
そ
の
家
族
と
も
宗
教
的
絆
・
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
と
な
っ
た
り
、
あ
る
い
は
逆
に
家
庭
内
・

肉
親
内
で
の
宗
教
的
葛
藤
・
対
立
関
係
な
ど
に
直
面
し
た
り
と
、
何
ら
か
の
連
関
を
も
つ
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
事
実
、
日
蓮
の
遺
し
た
文
書
（
以
下
「
遺
文
」
と
い
う
）
を
紐
解
く
と
き
、
法
門
説
示
の
前
後
に
、
あ
る
い
は
行

間
に
、
門
弟
（
３
）

と
そ
の
家
族
に
対
す
る
日
蓮
の
態
度
が
垣
間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

研
究
で
は
「
日
蓮
の
家
族
観
」
と
題
し
、
在
家
者
に
対
し
て
、
日
蓮
が
い
か
な
る
家
族
像
・
家
庭
像
を
抱
い
て
い
た

か
を
考
究
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
問
題
は
、
日
蓮
が
抱
い
て
い
た
理
想
の
家
庭
像
に
つ
い
て
論
ず
る
際
に
、
ほ
か
に
も

様
々
な
角
度
か
ら
の
検
討
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
そ
れ
は
、
日
蓮
の
道
徳
観
・
孝
養
観
・
報
恩
観
（
４
）

・
倫

理
観
と
も
密
接
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
り
、
ま
た
そ
の
際
、
必
然
的
に
論
点
が
宗
教
的
道
徳
観
や
倫
理
観
に
波
及
す
る

の
で
、
仏
教
以
外
の
宗
教
す
な
わ
ち
儒
教
思
想
等
を
日
蓮
が
い
か
に
受
容
し
た
か
に
つ
い
て
も
看
過
で
き
な
い
。
こ
れ

ら
の
諸
問
題
に
関
し
て
は
、
従
来
よ
り
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
き
た
が
（
５
）

、
日
蓮
の
道
徳
観
・
倫
理
観

の
全
体
像
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

研
究
で
は
、
ま
ず
家
族
の
構
成
員
の
相
関
性
に
着
目
し
て
、
日
蓮
遺
文
中
の
家
族
に
関
す
る
説
示
を
整
理
す
る
こ
と

か
ら
始
め
た
。
す
る
と
、
遺
文
中
に
は
、
夫
婦
・
親
子
（
父
子
・
母
子
を
含
む
）・
父
母
・
兄
弟
・
孫
な
ど
に
つ
い
て
言

及
し
た
説
示
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
（
６
）

。
こ
の
う
ち
遺
文
中
に
「
譬
喩
」（
７
）

を
も
っ
て
家
族
の
相
関
性
を
表
現
し
た
事

例
を
見
る
と
き
に
、
中
で
も
最
も
多
い
の
は
夫
婦
の
相
関
性
に
関
す
る
説
示
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
考
察
で
は
、
日
蓮
の
家
族
観
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
、
特
に
夫
婦
に
関
す
る
説
示
を
中
心
に
、
日
蓮

遺
文
中
の
譬
喩
的
表
現
を
比
較
・
検
討
す
る
。

二
、
日
蓮
遺
文
中
に
み
え
る
夫
婦
の
説
示

日
蓮
遺
文
を
検
討
す
る
際
に
注
意
す
べ
き
点
は
、『
立
正
安
国
論
』『
観
心
本
尊
抄
』『
法
華
取
要
抄
』
な
ど
の
重
要
教

義
書
と
さ
れ
る
数
篇
の
遺
文
を
除
い
て
、
多
く
は
門
弟
（
弟
子
・
檀
越
）
に
与
え
ら
れ
た
随
機
・
随
縁
の
書
簡
類
で
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
同
一
人
物
に
充
て
ら
れ
た
書
状
で
も
、
述
作
時
期
、
あ
る
い
は
自
身
（
日
蓮
）
や
対
告
（
門
弟
）

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
て
、
臨
機
応
変
な
説
示
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
う
し
た
書
簡
類
の
中
で
、

一
ヶ
所
あ
る
い
は
僅
か
数
篇
の
文
書
に
お
い
て
の
み
言
及
さ
れ
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
日
蓮
の
思
想
哲
学
の

す
べ
て
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
当
然
、
文
字
で
は
遺
さ
れ
な
か

っ
た
重
要
教
義
が
、
口
頭
で
の
み
表
顕
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
方
で
、
遺
文
中
に
多
数

の
類
似
表
現
が
確
認
で
き
る
事
項
が
多
く
存
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
そ
れ
ら
多
数
の
事
例
を
詳
細

に
比
較
・
検
討
す
る
こ
と
で
、
日
蓮
の
思
想
・
教
義
の
一
端
を
明
確
に
す
る
資
助
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。

日
蓮
の
夫
婦
観
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
学
の
多
く
の
研
究
が
あ
る
（
８
）

。
本
稿
の
考
察
は
、
こ
れ
ら
先
学
の
功
績
に

負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
論
文
に
お
い
て
は
、
夫
婦
に
関
す
る
日
蓮
遺
文
中
の
譬
喩

表
現
全
体
に
着
目
し
た
論
攷
は
少
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
譬
喩
表
現
に
み
る
日
蓮
の
夫
婦
観
の
考
察
を
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通
じ
て
、
従
来
の
学
説
の
補
足
を
試
み
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
石
川
教
張
・
間
宮
啓
壬
・
三
輪
是
法
ら
に
よ
っ
て
、

夫
婦
に
関
す
る
日
蓮
遺
文
中
の
譬
喩
表
現
に
は
、
夫
に
対
す
る
妻
の
従
属
関
係
を
示
す
譬
喩
と
、
夫
婦
の
協
力
関
係
を

示
す
譬
喩
と
が
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
こ
に
、
よ
り
仏
教
的
な
観
点

に
立
っ
た
差
別
と
平
等
の
思
想
が
あ
る
こ
と
を
論
究
し
て
ゆ
く
。

い
ま
、
具
体
的
に
日
蓮
遺
文
中
の
夫
婦
観
に
関
係
す
る
説
示
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
一
三
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、

本
稿
引
用
遺
文
は
、
日
蓮
自
筆
文
書
の
う
ち
真
筆
が
完
存
ま
た
は
ほ
ぼ
完
全
に
現
存
し
て
い
る
真
蹟
現
存
遺
文
、
真
蹟

が
か
つ
て
実
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
の
そ
の
後
に
焼
失
ま
た
は
損
失
し
現
在
は
写
本
遺
文
等
に
よ
っ
て

復
元
さ
れ
て
い
る
真
蹟
曽
存
遺
文
、
真
蹟
の
一
部
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
全
体
像
が
後
世
の
写
本
遺
文
等
に
よ
っ
て
の

み
復
元
さ
れ
て
い
る
真
蹟
断
片
現
存
遺
文
に
限
定
し
た
。
論
文
の
性
格
上
、
教
説
意
図
の
明
確
で
は
な
い
真
蹟
現
存
図

録
、
写
本
遺
文
等
に
よ
っ
て
も
全
体
像
が
復
元
で
き
ず
更
に
前
後
の
文
章
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
全
体
の
文
意
が
明
白

で
は
な
い
真
蹟
断
簡
現
存
遺
文
、
そ
の
他
、
経
論
釈
疏
等
抄
出
の
要
文
類
・
書
入
本
お
よ
び
直
筆
写
本
類
は
、
考
察
の

対
象
外
と
し
た
。
な
お
、
典
拠
と
し
て
示
し
た
『
定
遺
』
は
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人

遺
文
』（
身
延
山
久
遠
寺
、
二
〇
〇
〇
年
）
の
略
称
で
あ
る
。

（
１
）『
薬
王
品
得
意
抄
』（
『
定
遺
』
三
四
一
頁
）【
文
永
二
（
一
二
六
五
）
年
・
真
蹟
断
片
現
存
】

三
従
ト

申
ス
ハ

三
シ
タ
ガ
フ
ト
云
也
。
一
ニ
ハ

幼
ニ
シ
テ
ハ

従
ヒ

父
母
ニ

、
嫁
シ
テ
ハ

従
ヒ

夫
ニ

、
老
イ
テ
ハ

従
フ

子
ニ

。

二

一

か

レ

レ

（
２
）『
女
人
某
御
返
事
（
乙
御
前
母
御
返
事
）
』（
『
定
遺
』
六
一
〇
頁
）【

文
永
九
（
一
二
七
二
）
年
・
真
蹟
断
片
現
存
】

女
人
の
御
身
と
し
て
、
を
や
こ
（
親
子
）
の
わ
か
れ
に
み
（
身
）
を
す
て
、
か
た
ち
を
か
う
る
人
す
く
な
し
。
を

と
こ
（
夫
）
の
わ
か
れ
は
ひ
ゞ
（
日
々
）
よ
る
よ
る
（
夜
々
）
つ
き
つ
き
（
月
々
）
と
し
と
し
（
年
々
）
か
さ
な

れ
ば
、
い
よ
い
よ
こ
い
（
恋
）
し
さ
ま
さ
り
、
を
さ
な
き
人
も
を
は
す
な
れ
ば
、
た
れ
を
た
の
み
て
か
人
な
ら
ざ

ら
ん
と
、
か
た
が
た
さ
こ
そ
を
は
す
ら
る
れ
ば
、
わ
が
み
も
（
後
欠
）

（
３
）『
四
条
金
吾
殿
女
房
御
返
事
』（
『
定
遺
』
八
五
八
頁
）

【
文
永
一
二
（
一
二
七
五
）
年
・
真
蹟
断
片
現
存
】

さ
ゑ
も
ん
ど
の
（
左
衛
門
殿
）
は
俗
の
な
か
に
は
日
本
に
か
た
を
な
ら
ぶ
べ
き
物
も
な
き
法
花
経
の
信
者
な
り
。

こ
れ
に
あ
ひ
つ
れ
（
連
）
さ
せ
給
ヒ

ぬ
る
は
日
本
第
一
の
女
人
な
り
。
法
花
経
の
御
た
め
に
は
竜
女
と
こ
そ
仏
は
を

ぼ
し
め
さ
れ
候
ら
め
。
女
と
申
す
文
字
を
ば
か
ゝ
る
と
よ
み
候
。
藤
の
松
に
か
ゝ
り
、
女
の
男
に
か
ゝ
る
も
、
今

は
左
衛
門
殿
を
師
と
せ
さ
せ
給
ヒ

て
、
法
華
経
ヘ
み
ち
び
か
れ
さ
せ
給
候
ヘ
。

（
４
）『
兄
弟
鈔
』（
『
定
遺
』
九
三
二
～
九
三
三
頁
）【
文
永
一
〇
（
一
二
七
三
）
年
・
真
蹟
現
存
】

二
人
の
御
前
達
は
此
人
々
の
檀
那
ぞ
か
し
。
女
人
と
な
る
事
は
物
に
随
て
物
を
随
ヘ

る
身
也
。
夫
た
の
し
く
（
楽
）

ば
妻
も
さ
か
ふ
（
栄
）
べ
し
。
夫
盗
人
な
ら
ば
妻
も
盗
人
な
る
べ
し
。
是
れ
偏
に
今
生
計
リ

の
事
に
は
あ
ら
ず
。
世

世
生
生
に
影
と
身
と
、
華
と
果
と
、
根
と
葉
と
の
如
く
に
て
お
は
す
る
ぞ
か
し
。
木
に
す
む
虫
は
木
を
は
（
食
）

む
、
水
に
あ
る
魚
は
水
を
く
ら
う
。
芝
か
る
（
枯
）
れ
ば
蘭
な
く
、
松
さ
か
（
栄
）
う
れ
ば
柏
よ
ろ
こ
ぶ
。
草
木

す
ら
如
シ

是
ノ

。
比
翼
と
申
ス

鳥
は
身
に
一
ツ

に
て
頭
二
ツ

あ
り
、
二
ツ

の
口
よ
り
入
る
物
一
身
を
養
ふ
。
ひ
ほ
く
（
比

レ

目
）
と
申
す
魚
は
一
目
づ
つ
あ
る
故
に
一
生
が
間
は
な
（
離
）
る
る
事
な
し
。
夫
と
妻
と
は
如
シ

是
ノ

。
此
法
門
の

レ

ゆ
へ
に
は
設
ひ
夫
に
害
せ
ら
る
る
と
も
悔
ゆ
る
こ
と
な
か
れ
。
一
同
し
て
夫
の
心
を
い
さ
め
（
諌
）
ば
、
龍
女
が

跡
を
つ
ぎ
、
末
代
悪
世
の
女
人
の
成
仏
の
手
本
と
成
リ

給
フ

べ
し
。

（
５
）『
さ
じ
き
女
房
御
返
事
』（
『
定
遺
』
九
九
七
頁
）【
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
・
真
蹟
断
片
現
存
】

女
人
は
水
の
ご
と
し
、
う
つ
は
（
器
）
物
に
し
た
が
う
。
女
人
は
矢
の
ご
と
し
、
弓
に
つ
が
は
さ
る
。
女
人
は
ふ

ね
（
舟
）
の
ご
と
し
、
か
ぢ
（
楫
）
の
ま
か
す
る
に
よ
る
べ
し
。
し
か
る
に
女
人
は
、
を
と
こ
（
夫
）
ぬ
す
（
盗
）

人
な
れ
ば
女
人
ぬ
す
人
と
な
る
。
を
と
こ
（
夫
）
王
な
れ
ば
女
人
き
さ
き
（
后
）
と
な
る
。
を
と
こ
（
夫
）
善
人
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な
れ
ば
女
人
仏
に
な
る
。
今
生
の
み
な
ら
ず
、
後
生
も
を
と
こ
（
夫
）
に
よ
る
な
り
。
し
か
る
に
兵
衛
の
さ
ゑ
も

ん
ど
の
（
左
衛
門
殿
）
は
法
華
経
の
行
者
な
り
。
た
と
ひ
い
か
な
る
事
あ
り
と
も
、
を
と
こ
（
夫
）
の
め
（
妻
）

な
れ
ば
、
法
華
経
の
女
人
と
こ
そ
仏
は
し
ろ
し
め
さ
れ
て
候
ら
ん
に
（
以
下
略
）

（
６
）『
妙
一
尼
御
前
御
消
息
』（
『
定
遺
』
一
〇
〇
一
頁
）【
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
・
真
蹟
現
存
】

彼
の
雪
山
童
子
の
半
偈
の
た
め
に
身
を
す
て
、
薬
王
菩
薩
の
臂
を
や
き
給
ヒ
シ

は
、
彼
ハ

聖
人
な
り
、
火
に
水
を
入
ル

が
ご
と
し
。
此
ハ

凡
夫
な
り
、
紙
を
火
に
入
ル

が
ご
と
し
。
此
を
も
ん
て
案
ス
ル

に
、
聖
霊
は
此
ノ

功
徳
あ
り
。
大
月
輪

の
中
か
、
大
日
輪
の
中
か
、
天
鏡
を
も
ん
て
妻
子
の
身
を
浮
て
、
十
二
時
に
御
ら
ん
あ
る
ら
ん
。
設
ヒ

妻
子
は
凡
夫

な
れ
ば
此
を
み
ず
き
か
ず
。
譬
へ
ば
耳
し
ゐ
た
る
者
の
雷
の
声
を
き
か
ず
。
目
つ
ぶ
れ
た
る
者
の
日
輪
を
見
ざ
る

が
ご
と
し
。

（
７
）『
国
府
尼
御
前
御
書
』（
『
定
遺
』
一
〇
六
四
頁
）【
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
・
真
蹟
現
存
】

又
い
つ
し
か
こ
れ
ま
で
さ
し
も
大
事
な
る
わ
が

夫

を
御
つ
か
い
（
使
）
に
て
つ
か
わ
さ
れ
て
候
。
ゆ
め
か
、
ま
ぼ

お
と
こ

ろ
し
か
、
尼
ご
ぜ
ん
の
御
す
が
た
を
ば
み
ま
い
ら
せ
候
は
ね
ど
も
、
心
を
ば
こ
れ
に
と
こ
そ
を
ぼ
へ
候
へ
。

（
８
）『
妙
心
尼
御
前
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
一
〇
四
頁
）【
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
・
真
蹟
曽
存
】

さ
る(

猿)

は
木
を
た
の
む
。
魚
は
水
を
た
の
む
。
女
人
は
お
と
こ
を
た
の
む
。
わ
か
れ
の
を
し
き
ゆ
へ
に
か
み
を

そ
り
、
そ
で
を
す
み
に
そ
め
ぬ
。
い
か
で
か
十
方
の
仏
も
あ
は
れ
ま
せ
給
は
ざ
る
べ
き
、
法
華
経
も
す
て
さ
せ
給
フ

べ
き
と
、
た
の
ま
せ
給
ヘ

、
た
の
ま
せ
給
ヘ

。

（
９
）『
富
木
尼
御
前
御
書
』（
『
定
遺
』
一
一
四
七
頁
）【
建
治
二
（
一
二
七
六
）
年
・
真
蹟
現
存
】

や
（
箭
）
の
は
し
る
事
は
弓
の
ち
か
ら
、
く
も
（
雲
）
の
ゆ
く
こ
と
は
り
う
（
龍
）
の
ち
か
ら
、
を
と
こ
（
夫
）

の
し
わ
ざ
は
女
の
ち
か
ら
な
り
。
い
ま
と
き
ど
の
（
富
木
殿
）
の
こ
れ
へ
御
わ
た
り
あ
る
事
、
尼
ご
ぜ
ん
（
御
前
）

め

の
御
力
な
り
。
け
ぶ
り
（
煙
）
を
み
れ
ば
火
を
み
る
、
あ
め
（
雨
）
を
み
れ
ば
り
う
（
龍
）
を
み
る
。
を
と
こ
（
夫
）

を
み
れ
ば
女
を
み
る
。

め

（

）『
松
野
殿
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
四
四
二
頁
）【
建
治
四
（
一
二
七
八
）
年
・
真
蹟
断
片
現
存
】

10
眼
の
如
く
面
を
な
ら
べ
し
夫
妻

か
ほ

（

）『
日
女
御
前
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
五
一
四
頁
）【
弘
安
元
（
一
二
七
八
）
年
・
真
蹟
現
存
】

11
妙
荘
厳
王
品
と
申
ス

は
、
殊
に
女
人
ノ

御
た
め
に
用
ル

事
也
。
妻
が
夫
を
す
ゝ
め
た
る
品
也
。
末
代
に
及
ヒ

て
も
女
房

の
男
を
す
ゝ
め
ん
は
、
名
こ
そ
か
わ
り
た
り
と
も
功
徳
は
但
浄
徳
夫
人
の
ご
と
し
。
い
は
う
や
此
は
女
房
も
男
も

共
に
御
信
用
あ
り
、
鳥
の
二
の
羽
そ
な
は
り
、
車
の
二
ツ

の
輪
か
か
れ
り
。
何
事
か
成
ぜ
ざ
る
べ
き
。
天
あ
り
地
あ

は
ね

り
、
日
あ
り
月
あ
り
、
日
て
り
雨
ふ
る
、
功
徳
の
草
木
花
さ
き
菓
な
る
べ
し
。

み

（

）『
上
野
殿
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
六
二
一
頁
）【
弘
安
二
（
一
二
七
九
）
年
・
真
蹟
断
片
現
存
】

12
夫
レ

海
辺
に
は
木
を
財
と
し
、
山
中
に
は
鹽
を
財
と
す
。
旱
魃
に
は
水
を
た
か
ら
と
し
。
闇
中
に
は
灯
を
財
と
す
。

女
人
は
を
と
こ
（
夫
）
を
財
と
し
、
を
と
こ
（
夫
）
は
女
人
を
い
の
ち
と
す
。

（

）『
千
日
尼
御
返
事
』（
『
定
遺
』
一
七
六
二
頁
）【
弘
安
三
（
一
二
八
〇
）
年
・
真
蹟
現
存
】

13
を
と
こ
（
夫
）
は
は
し
ら
（
柱
）
の
ご
と
し
、
女
は
な
か
わ
（
桁
）
の
ご
と
し
。
を
と
こ
（
夫
）
は
足
の
ご
と
し
、

女
人
は
身
の
ご
と
し
。
を
と
こ
（
夫
）
は
羽
の
ご
と
し
、
女
は
み
（
身
）
の
ご
と
し
。
羽
と
み
（
身
）
と
べ
ち
べ

ち
（
別
々
）
に
な
り
な
ば
、
な
に
を
も
ん
て
か
と
（
飛
）
ぶ
べ
き
。
は
し
ら
（
柱
）
た
う
（
倒
）
れ
な
ば
、
な
か

は
地
に
堕
チ

な
ん
。
い
へ
（
家
）
に
を
と
こ
（
夫
）
な
け
れ
ば
人
の
た
ま
し
ゐ
（
神
）
な
き
が
ご
と
し
。
く
う
じ
（
公

事
）
を
ば
た
れ
（
誰
）
に
か
い
ゐ
あ
わ
せ
ん
。
よ
き
物
を
ば
た
れ
（
誰
）
に
か
や
し
な
う
べ
き
。

三
、
譬
喩
表
現
に
み
る
日
蓮
の
夫
婦
観

い
ま
日
蓮
遺
文
に
お
け
る
夫
婦
に
関
す
る
説
示
を
列
挙
し
た
が
、
こ
の
う
ち
、（
１
）
は
、
儒
教
に
お
け
る
三
従
の
思
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想
（
女
性
の
従
う
べ
き
三
つ
の
道
徳
）
に
つ
い
て
、
女
性
は
夫
婦
の
間
で
は
夫
に
従
属
す
べ
き
こ
と
に
触
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
の
当
時
の
世
俗
の
一
般
的
夫
婦
観
を
代
弁
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
事
実
、
つ
い
で
本
書

で
は
、
法
華
経
に
お
い
て
は
、
儒
教
の
三
従
、
仏
教
の
五
障
と
い
っ
た
女
性
の
障
礙
は
超
克
さ
れ
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。

た
だ
し
、
儒
教
的
な
夫
婦
観
、
儒
教
的
・
仏
教
的
な
女
性
観
に
つ
い
て
は
説
示
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
仏
教
的
視
座
に

立
っ
た
夫
婦
の
関
係
に
つ
い
て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
は
、
前
後
が
そ
れ
ぞ
れ
『
断
簡
三
一
二
』・
断
簡
『
一
〇
八
』
に
接
続
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
遺
文
で

あ
る
。
内
容
は
、
鎌
倉
在
住
の
女
性
信
徒
日
妙
尼
（
９
）

の
夫
と
の
死
別
の
悲
し
み
を
慰
め
た
も
の
で
、
引
文
で
は
真
の
夫

婦
の
愛
情
は
死
後
も
薄
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
夫
婦
の
絆
の
強
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
は
い
る
も
の
の
、
夫
婦
間

の
具
体
的
関
係
に
つ
い
て
ま
で
言
及
し
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、（
６
）
は
、
鎌
倉
在
住
の
女
性
信
徒
妙
一
尼
（
１
０
）

の
亡
き
夫
が
、
生
前
の
法
華
経
受
持
の
功
徳
に
よ
っ
て
、
昼

夜
に
妻
子
を
見
守
っ
て
い
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
、
や
は
り
夫
婦
間
の
具
体
的
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
は
な

い
。（
７
）
は
、
佐
渡
国
府
在
住
の
檀
越
国
府
入
道
（
１
１
）

の
妻
が
夫
を
使
い
と
し
て
、
当
時
甲
斐
国
身
延
に
い
た
日
蓮
に

単
衣
を
届
け
た
こ
と
に
対
す
る
返
書
で
、
夫
の
姿
を
見
れ
ば
妻
の
姿
も
思
い
浮
か
ぶ
旨
を
述
べ
た
も
の
で
、（
９
）
に
も

共
通
の
表
現
が
み
え
る
。
た
だ
し
、
（
７
）
に
は
、
（
９
）
に
み
え
る
よ
う
な
夫
婦
の
間
柄
を
具
体
的
に
示
し
た
表
現
は

み
え
な
い
。

以
上
の
（
１
）（
２
）（
６
）（
７
）
以
外
の
遺
文
に
は
、
い
ず
れ
も
譬
喩
表
現
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
夫
婦
の
間
柄
を

譬
説
し
た
部
分
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に
こ
れ
ら
の
説
示
に
着
目
し
、
譬
喩
表
現
に
み
る
日
蓮
の
夫
婦
観
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

ま
ず
（
３
）
で
は
、
藤
を
妻
に
、
松
を
夫
（
四
条
頼
基
）
に
例
比
し
、
藤
が
松
に
巻
き
付
い
て
繁
茂
す
る
よ
う
に
、

法
華
経
の
信
者
で
あ
る
夫
に
妻
も
導
か
れ
て
、
厄
が
払
わ
れ
現
世
安
穏
と
な
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。

（
４
）
は
、
父
と
の
間
に
宗
教
的
葛
藤
が
あ
っ
た
池
上
宗
仲
・
宗
長
兄
弟
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夫
婦
の
在
り
方
に
つ
い

て
言
及
し
た
も
の
で
、
夫
婦
は
、
生
々
世
々
に
付
き
つ
離
れ
ず
の
間
柄
に
あ
る
こ
と
を
、
影
と
身
、
華
と
果
、
根
と
葉
、

木
と
虫
、
水
と
魚
、
芝
と
蘭
、
松
と
柏
の
関
係
に
比
定
し
て
い
る
。
更
に
、
兄
弟
夫
婦
異
体
同
心
の
信
仰
を
貫
く
よ
う
、

雌
雄
一
体
の
空
想
上
の
動
物
で
あ
る
比
翼
・
比
目
（
１
２
）

の
例
を
引
い
て
諭
し
た
も
の
で
あ
る
。
女
人
と
は
、「
物
に
随
い
、

物
を
随
え
る
身
」
で
あ
る
と
の
記
述
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
妻
は
夫
の
従
属
関
係
に
は
な
い
。

（
５
）
で
は
、
妻
が
夫
に
従
う
と
い
う
従
属
関
係
に
あ
る
こ
と
を
、
水
と
器
、
矢
と
弓
、
船
と
舵
に
比
定
し
（
前
者

が
妻
、
後
者
が
夫
）、
妻
の
現
当
二
世
も
夫
次
第
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。（
３
）
に
類
似
し
た
表
現
と
い
え
る
。

（
８
）
は
、
猿
と
木
、
魚
と
水
を
そ
れ
ぞ
れ
妻
と
夫
に
な
ぞ
ら
え
、
妙
心
尼
（
１
３
）

が
病
の
夫
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で

出
家
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
蓮
が
夫
婦
同
心
の
譬
喩
を
も
っ
て
説
明
し
た
も
の
。
な
お
（
２
）
は
後
半
が
欠
損
し
て

い
る
が
、（
８
）
と
共
通
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
で
き
る
。

（
９
）
は
、
矢
と
弓
、
雲
と
龍
を
も
っ
て
、
夫
婦
の
絆
の
強
さ
を
譬
説
し
た
も
の
。
日
蓮
は
、
煙
に
は
火
を
、
雨
に

は
龍
の
姿
を
想
像
で
き
る
よ
う
に
、
離
れ
て
い
て
も
常
に
寄
り
添
う
夫
婦
の
姿
が
見
え
る
と
述
べ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
役

割
分
担
が
あ
り
な
が
ら
も
、
一
体
不
離
の
関
係
に
あ
る
夫
婦
の
姿
を
描
写
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

（

）
は
、
具
体
的
な
檀
越
の
夫
婦
像
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
で
は
な
く
、
一
般
的
に
夫
婦
と
い
う
も
の
は
、
両

10

眼
の
よ
う
に
不
離
の
間
柄
に
あ
る
と
い
う
説
示
で
あ
る
。

（

）
は
、
信
仰
面
で
は
、
鳥
の
両
翼
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
、
夫
婦
一
体
で
仏
道
を
成
就
す
べ
き
旨
が
説
か
れ
て

11

い
る
。
な
お
、
妻
が
夫
を
導
く
例
と
し
て
妙
荘
厳
王
の
故
事
を
引
く
点
で
は
、（
３
）
（
５
）
と
は
対
照
的
な
表
現
で
も

あ
る
。

（

）
で
は
、
海
辺
の
木
、
山
中
の
塩
、
旱
魃
時
の
水
、
暗
闇
の
灯
火
を
例
示
し
て
、
妻
も
夫
も
互
い
に
互
い
を
必

12

要
と
し
て
い
る
様
を
譬
説
す
る
。
夫
婦
の
相
互
扶
助
の
関
係
を
示
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
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（

）
で
は
、
夫
婦
に
役
割
分
担
が
あ
る
こ
と
を
、
柱
と
桁
（
梁
）、
足
と
身
、
羽
と
身
に
比
定
す
る
（
前
者
が
夫
、

13

後
者
が
妻
）
。
更
に
、
公
事
す
な
わ
ち
公
務
・
公
職
は
夫
の
役
目
、
料
理
を
作
る
な
ど
の
家
事
は
妻
の
役
目
で
あ
る
と
し
、

こ
れ
は
、
互
い
の
役
割
を
分
に
応
じ
て
担
う
こ
と
が
夫
婦
円
満
の
秘
訣
で
あ
る
と
み
な
し
た
表
現
と
推
察
さ
れ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
日
蓮
遺
文
に
み
る
夫
婦
に
関
す
る
譬
説
を
整
理
し
て
み
る
と
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ま
ず
、
夫
婦
に
は
従
属
関
係
と
協
力
関
係
の
二
面
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
属
関
係
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
説
示
す
る
の
は
（
５
）
で
あ
る
が
、
他
に
も
（
３
）（
８
）
の
例
も
近
似
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
協
力
関
係
に
は
、

ま
た
二
つ
の
側
面
が
あ
り
、
ひ
と
つ
は
夫
婦
の
生
活
面
で
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
も
の
で
、
例
え
ば
（

）
が
そ

13

の
例
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
夫
婦
の
相
互
扶
助
の
関
係
を
示
す
も
の
で
、（

）
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

12

ま
た
、
従
属
関
係
・
協
力
関
係
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
夫
婦
を
全
く
同
一
の
価
値
に
よ
っ
て
捉
え
る
表
現
が
見
い
だ

せ
る
。
（
４
）
（

）
が
そ
れ
で
、
日
蓮
教
学
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
こ
の
表
現
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

11

い
ず
れ
も
法
華
経
を
信
仰
す
る
と
い
う
信
仰
面
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

夫
婦
は
生
業
面
で
は
役
割
分
担
や
相
互
扶
助
が
必
要
で
あ
る
が
、
信
仰
面
に
お
い
て
は
分
け
隔
て
が
な
い
、
と
い
う
解

釈
な
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
が
、
日
蓮
の
女
人
成
仏
論
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
い
ま
遺
文
中
の
夫
婦
関
係
の
表
記
を
一
体
不
離
・
相
互
扶
助
・
役
割
分
担
と
い
う
同
心
円
状
の
図
に
よ
っ

て
図
式
化
す
る
と
、
別
図
の
よ
う
に
な
る
。
中
心
か
ら
遠
ざ
か
る
ほ
ど
生
業
分
化
と
い
う
差
別
の
相
に
、
中
心
へ
向
か

う
ほ
ど
悉
有
仏
性
と
い
う
平
等
の
理
に
移
る
。
仏
教
思
想
で
は
、
一
般
に
「
差
別
」「
分
別
」
の
対
局
に
あ
る
も
の
と
し

て
、
「
平
等
」
「
無
分
別
」
を
説
く
が
、
日
蓮
は
、
男
女
の
差
別
を
完
全
に
否
定
し
た
の
で
は
な
く
、
生
業
面
・
家
庭
面

・
社
会
面
で
の
男
女
に
差
と
別
と
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
精
神
面
・
信
仰
面
に
お
け
る
男
女
の
平
等
を
主
張
す

る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
男
女
に
は
相
違
と
い
う
差
別
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
完
全
に
平
等
で
あ
る
部
分
と
し

て
仏
性
を
説
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
差
別
の
上
の
平
等
」
で
あ
る
。
仏
性
は
、
男
女
の
み
な
ら
ず
、
一
切
の
有
情

非
情
に
差
別
な
く
、
根
元
的
・
絶
対
的
に
普
遍
で
あ
る
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
現
実
に
引
き
合
わ
せ
て
鑑
み
る
と
、
実
際
に
は
性
差
以
上
に
個
人
差
が
異
性
に
勝
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は

先
天
的
な
要
因
に
よ
る
場
合
も
あ
る
し
、
本
人
の
努
力
や
感
性
に
よ
っ
て
性
差
を
超
克
す
る
場
合
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
特
別
な
事
例
を
除
い
て
、
原
始
共
同
体
以
来
、
男
女
の
生
業
分
化
は
進
ん
で
き
た
。
そ
の
根
本

的
な
理
由
は
、
男
女
の
肉
体
的
差
異
で
あ
る
。
精
神
的
差
異
は
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
肉
体
的
差
異
は
埋
め
る

こ
と
が
難
し
い
。
す
る
と
、
男
女
の
生
活
の
場
面
に
も
自
ず
と
差
異
が
生
じ
、
よ
り
効
率
性
を
追
求
す
れ
ば
、
ひ
い
て

は
生
業
の
役
割
分
担
・
分
業
を
生
ず
る
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
要
因
が
働
い
て
、
人
類
は
男
女
の
違
い
を
役
割
分
担
・
分
業
と
い
う
か
た
ち
で
、
う
ま
く
活

用
し
て
き
た
。
重
要
な
の
は
、
男
女
の
生
業
分
化
と
い
う
も
の
は
、
決
し
て
、
あ
る
も
の
を
不
当
に
他
よ
り
も
卑
下
す

る
意
味
の
「
差
別
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
純
粋
な
る
分
別
・
差
異
・
区
別
・
区
分
の
意
味
の
「
差
」

と
「
別
」
な
の
で
あ
る
（
１
４
）

。

四
、
む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
譬
喩
に
み
る
日
蓮
の
家
族
観
と
題
し
て
、
特
に
夫
婦
に
関
す
る
説
示
を
中
心
に
考
察
を
試
み
た
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
本
稿
の
推
論
が
、
日
蓮
の
独
創
的
な
解
釈
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
う
で
な
い
の
か
に
つ
い
て
、
仏

典
に
み
る
夫
婦
観
、
法
然
・
親
鸞
・
蓮
如
な
ど
の
中
世
仏
教
者
の
夫
婦
観
、
中
世
文
学
に
み
る
夫
婦
観
に
つ
い
て
も
比

較
・
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。
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【
譬
喩
表
現
に
み
る
日
蓮
の
夫
婦
観
概
念
図
】

Ａ

一
体
不
離

（
車
の
両
輪
、
鳥
の
両
翼
、
比
翼
、
比
目
）

Ｂ

相
互
扶
助

（
華
と
果
、
根
と
葉
、
虫
と
木
、
魚
と
水
、
芝
と
蘭
、
松
と
柏
）

Ｃ

役
割
分
担

（
器
と
水
、
弓
と
矢
、
舵
と
舟
、
雲
と
龍
、
煙
と
火
、
雨
と
龍
、
柱
と
桁
、
足
と
身
、
羽
と
身
）

ＣＢＡ

生
業
面

信
仰
面

差
別
相

平

等

註

（
１
）
高
木
豊
著
『
日
蓮
と
そ
の
門
弟
』（
弘
文
堂
、
一
九
六
〇
年
、
一
五
〇
頁
）。

（
２
）
日
蓮
の
門
弟
教
化
に
関
す
る
小
考
は
、
高
森
大
乗
稿
「
日
蓮
聖
人
の
情
報
網
と
連
絡
網
―
分
析
と
展
望
―
」『
仏

教
学
論
集
（
立
正
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
）』
二
四
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
、「
日
蓮
の
情
報
網
と
連
絡
網
―
門
弟

と
書
簡
の
往
来
を
分
析
す
る
―
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
四
九
巻
一
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
、「
日
蓮
の
情
報
網
と
連

絡
網
―
日
蓮
の
手
紙
、
日
蓮
へ
の
手
紙
―
」『
宗
教
研
究
』
七
四
巻
四
輯
（
二
〇
〇
一
年
）
、「
日
蓮
の
手
紙
、
日
蓮

へ
の
手
紙
」『
渡
邊
寶
陽
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

日
蓮
教
学
教
団
史
論
叢
』
（
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
等

を
参
照
の
こ
と
。
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（
３
）
高
木
豊
は
、
そ
の
著
書
『
日
蓮
と
そ
の
門
弟
』（
前
掲
、
五
一
頁
）
に
お
い
て
、
弟
子
と
檀
越
を
一
括
し
て
「
門

弟
」
と
定
義
し
た
が
、
本
稿
の
「
門
弟
」
の
語
義
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

（
４
）
こ
こ
で
は
父
母
へ
の
報
恩
に
限
定
。
三
宝
・
国
主
・
師
匠
・
一
切
衆
生
等
へ
の
報
恩
に
つ
い
て
は
含
ま
な
い
。

（
５
）
高
島
平
三
郎
稿
「
日
蓮
聖
人
の
道
徳
観
」
『
大
崎
学
報
』
五
九
号
（
一
九
二
一
年
）
、
小
林
是
恭
稿
「
日
蓮
聖
人

の
道
徳
に
就
て
」
『
大
崎
学
報
』
九
六
号
（
一
九
四
一
年
）
、
川
添
昭
二
稿
「
日
蓮
の
儒
教
思
想
に
関
す
る
二
三
の

問
題
」
『
文
化
史
学
』
一
〇
号
（
一
九
五
六
年
）
、
戸
頃
重
基
稿
「
鎌
倉
仏
教
思
想
論
―
親
鸞
・
道
元
・
日
蓮
の
倫

理
思
想
的
考
察
―
」『
北
陸
史
学
』
五
号
（
一
九
五
六
年
）
、
川
添
昭
二
稿
「
日
蓮
」『
講
座
現
代
倫
理
』
一
一
巻
（
一

九
五
九
年
）、
室
住
一
妙
稿
「
日
蓮
聖
人
に
於
け
る
道
徳
的
次
元
」『
棲
神
』
三
六
号
（
一
九
六
二
年
）、
上
田
本
昌

稿
「
日
蓮
聖
人
の
儒
教
観
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
一
巻
二
号
（
一
九
六
三
年
）
、
星
光
喩
稿
「
日
蓮
聖
人
の

報
恩
観
―
そ
の
形
成
と
四
恩
を
中
心
に
し
て
―
」『
現
代
宗
教
研
究
』
一
〇
号
（
一
九
七
六
年
）
、
庵
谷
行
亨
稿
「
日

蓮
聖
人
の
報
恩
観
」『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』（
一
九
八
三
年
）、
原
愼
定
稿
「
日
蓮
教
学
に
お
け
る
孝
養
の
宗
教
的

意
識
」
『
棲
神
』
六
二
号
（
一
九
九
〇
年
）
、
釈
舎
幸
紀
稿
「
恩
―
倫
理
的
ア
プ
ロ
ー
チ
―
親
鸞
・
道
元
と
日
蓮
と

を
中
心
と
し
て
―
」『
高
田
短
期
大
学
紀
要
』
一
〇
号
（
一
九
九
二
年
）
、
庵
谷
行
亨
稿
「
日
蓮
聖
人
の
倫
理
観
」『
法

華
経
の
受
容
と
展
開
（
法
華
経
研
究
Ⅹ
Ⅱ
）
』（
一
九
九
三
年
）
、
北
川
前
肇
稿
「
日
蓮
の
倫
理
観
」
『
宗
教
研
究
』

六
七
巻
四
輯
（
一
九
九
四
年
）、
原
愼
定
稿
「
日
蓮
教
学
に
お
け
る
不
孝
の
罪
に
つ
い
て
―
倫
理
と
宗
教
の
接
点
を

め
ぐ
る
問
題
―
」
『
大
崎
学
報
』
一
五
〇
号
（
一
九
九
四
年
）
、
北
川
前
肇
稿
「
日
蓮
教
学
に
お
け
る
儒
教
に
つ
い

て
」
宗
教
研
究
六
九
巻
四
輯
（
一
九
九
六
年
）
、
原
愼
定
稿
「
日
蓮
教
学
に
お
け
る
孝
養
の
一
考
察
」
『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
四
五
巻
一
号
（
一
九
九
六
年
）
、
北
川
前
肇
稿
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
儒
教
思
想
受
容
の
一
側
面
―
『
孝

経
』
を
中
心
と
し
て
―
」『
浅
井
圓
道
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

日
蓮
教
学
の
諸
問
題
』（
一
九
九
七
年
）、
三
輪
是

法
稿
「
日
蓮
に
み
る
倫
理
思
想
」
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
九
五
号
（
一
九
九
九
年
）
、
若
江
賢
三
稿
「
仏
教
の
孝

思
想
と
封
建
的
孝
思
想
―
日
蓮
に
お
け
る
家
族
倫
理
観
と
御
書
の
改
竄
に
つ
い
て
―
」『
東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要
』

一
六
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
、
奥
野
本
洋
稿
「
日
蓮
遺
文
に
み
る
孝
養
に
つ
い
て
」
『
田
賀
龍
彦
博
士
古
稀
記
念

仏

教
思
想
仏
教
史
論
集
』（
二
〇
〇
一
年
）
ほ
か
。

（
６
）
父
母
・
親
子
な
ど
の
説
示
に
つ
い
て
は
、
涅
槃
経
梵
行
品
の
七
子
の
喩
え
（
『
定
遺
』
八
一
五
・
九
九
九
頁
な
ど
）

や
法
華
経
譬
喩
品
の
主
師
親
三
徳
を
め
ぐ
る
様
々
な
説
示
（
『
定
遺
』
四
四
三
・
五
二
六
頁
な
ど
）
、
法
華
経
や
釈

迦
を
父
母
に
譬
え
た
説
示
な
ど
、
父
母
・
親
子
そ
の
も
の
が
譬
説
に
用
い
ら
れ
て
い
る
事
例
を
考
察
か
ら
省
い
た
。

あ
く
ま
で
も
、
在
俗
の
家
族
あ
る
い
は
そ
の
人
間
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
日
蓮
が
ど
の
よ
う
な
見
解
を
抱
い
て
い

た
か
を
、
遺
文
中
の
家
族
に
関
す
る
譬
喩
的
表
現
に
視
点
を
あ
て
て
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
涅
槃

経
梵
行
品
の
七
子
の
喩
え
や
法
華
経
譬
喩
品
の
主
師
親
三
徳
を
め
ぐ
る
日
蓮
遺
文
中
の
所
説
に
つ
い
て
は
、
高
森

大
乗
稿
「
法
華
七
喩
と
日
蓮
聖
人
の
末
法
救
済
論
―
三
車
火
宅
喩
と
良
医
治
子
喩
の
解
釈
を
中
心
に
―
」『
仏
教
学

論
集
』
二
三
号
（
立
正
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
、
一
九
九
九
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
７
）「
譬
喩
」
の
定
義
な
ら
び
に
、
日
蓮
遺
文
中
の
譬
喩
研
究
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
高
森
大
乗
稿
「
日
蓮
聖
人
に

お
け
る
薬
王
品
十
喩
の
解
釈
に
つ
い
て
」
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
二
二
号
（
一
九
九
五
年
）
、
同
「
譬
喩
に
み

る
日
蓮
聖
人
の
法
華
経
観
―
法
華
経
お
よ
び
題
目
五
字
七
字
の
譬
喩
的
表
現
を
通
じ
て
―
」『
仏
教
学
論
集
』
二
一

号
（
立
正
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
、
一
九
九
七
年
）、
同
「
法
華
七
喩
と
日
蓮
聖
人
の
末
法
救
済
論
―
三
車
火

宅
喩
と
良
医
治
子
喩
の
解
釈
を
中
心
に
―
」（
前
掲
）
等
を
参
照
の
こ
と
。

（
８
）
松
森
霊
運
稿
「
日
蓮
上
人
の
女
性
観
」
『
天
晴
会
講
演
録
』
第
一
輯
（
一
九
一
〇
年
）、
小
橋
董
稿
「
日
蓮
聖
人

の
婦
人
観
」『
法
華
』
一
六
巻
一
二
号
（
一
九
二
九
年
）、
津
田
歓
貞
稿
「
日
蓮
聖
人
の
女
性
観
」『
棲
神
』
一
九
号

（
一
九
三
三
年
）、
宮
崎
海
優
稿
「
日
蓮
聖
人
の
女
性
観
」『
棲
神
』
四
七
号
（
一
九
七
五
）、
桑
名
貫
正
稿
「
日
蓮

聖
人
の
女
性
観
」
『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
五
六
号
（
一
九
九
一
年
）
、
桑
名
貫
正
稿
「
日
蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
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つ
い
て
（
一
）
―
法
華
経
の
成
仏
の
文
証
に
関
し
て
―
」
『
棲
神
』
六
四
号
（
一
九
九
二
年
）
、
桑
名
貫
正
稿
「
日

蓮
聖
人
の
女
人
成
仏
に
つ
い
て
（
二
）
―
法
華
経
の
成
仏
の
文
証
に
関
し
て
―
」『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
二
〇

号
（
一
九
九
三
年
）
、
間
宮
啓
壬
稿
「
日
蓮
の
女
人
救
済
論
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
的
視
点
か
ら
―
」
『
論
集
』
二
三
号

（
印
度
学
宗
教
学
会
、
一
九
九
六
年
）
、
間
宮
啓
壬
稿
「
日
蓮
に
み
る
女
性
の
救
済
―
一
念
三
千
の
成
仏
―
」『
身

延
論
叢
』
創
刊
号
（
一
九
九
六
年
）、
高
森
大
乗
稿
「
譬
喩
に
み
る
日
蓮
聖
人
の
動
物
観
（
二
）
―
輪
廻
転
生
と
竜

女
成
仏
を
め
ぐ
っ
て
―
」
『
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
二
四
号
（
一
九
九
七
年
）
、
石
川
教
張
稿
「
日
蓮
の
女
人
成

仏
法
門
に
つ
い
て
―
法
華
経
提
婆
品
の
龍
女
成
仏
を
中
心
に
―
」
『
大
崎
学
報
』
一
五
五
号
（
一
九
九
九
年
）、
渡

辺
喜
勝
稿
「
マ
ン
ダ
ラ
界
の
住
人
た
ち
（
そ
の
一
）
＝
女
人
成
仏
論
」『
文
字
マ
ン
ダ
ラ
の
世
界
―
日
蓮
の
宗
教
―
』

（
岩
田
書
院
、
一
九
九
九
年
）、
三
輪
是
法
稿
「
中
世
日
本
仏
教
に
見
る
女
人
救
済
の
諸
相
―
日
蓮
を
中
心
に
し
て

―
」
『
鎌
倉
仏
教
の
様
相
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
、
石
川
教
張
稿
「
日
蓮
の
法
華
女
人
論
」
『
日
蓮
教
学

教
団
史
論
叢
』（
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）、
間
宮
啓
壬
稿
「
日
蓮
に
み
る
女
人
救
済
改
稿
」『
日
蓮
教
学
教
団

史
論
叢
』（
平
楽
寺
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
ほ
か
。

（
９
）
生
歿
年
未
詳
。
乙
御
前
母
と
も
呼
ば
れ
る
。
夫
と
離
別
し
て
幼
少
の
乙
御
前
と
と
も
に
鎌
倉
に
住
し
て
い
た
女

性
信
徒
。

（

）
生
歿
年
未
詳
。
鎌
倉
桟
敷
に
住
し
た
女
性
信
徒
。『
弁
殿
尼
御
前
御
書
』（
『
定
遺
』
七
五
二
頁
）
に
み
え
る
弁
殿

10
尼
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
日
昭
の
母
と
推
定
さ
れ
る
。
日
昭
の
妻
と
す
る
説
（
高
木
豊
）
も
あ

る
が
、『
妙
一
尼
御
前
御
消
息
』
で
夫
の
死
に
関
す
る
説
示
が
み
え
る
の
で
、
確
証
は
な
い
。
ま
た
、
龍
口
法
難
で

日
蓮
に
牡
丹
餅
供
養
を
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
桟
敷
女
房
と
同
一
人
物
と
も
言
わ
れ
る
が
未
詳
。
佐
渡
の
日
蓮
の
も

と
へ
、
下
僕
の
滝
王
丸
を
差
し
向
け
て
給
仕
さ
せ
て
い
る
。『
宗
祖
御
遷
化
記
録
』
に
お
い
て
日
蓮
の
葬
列
に
加
わ

り
、
馬
を
ひ
い
て
い
る
滝
王
童
と
同
一
人
物
で
あ
れ
ば
、
日
蓮
在
世
中
は
馬
を
駆
っ
て
、
日
蓮
の
所
在
し
た
佐
渡

や
身
延
と
鎌
倉
と
の
間
の
伝
令
役
と
し
て
活
躍
を
し
た
人
物
と
も
推
察
さ
れ
る
。

（

）
佐
渡
国
国
府
近
隣
に
住
し
た
檀
越
。『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
の
記
述
か
ら
名
主
級
の
農
民
と
も
推
測
さ
れ
る
。

11
阿
仏
房
夫
妻
と
と
も
に
、
佐
渡
配
流
中
の
日
蓮
に
給
仕
し
た
。

（

）
比
翼
は
、
『
白
居
易
』
「
長
恨
歌
」
（
『
漢
詩
大
系
』
一
二
巻
四
九
頁
）
な
ど
に
、
比
目
は
、
『
戦
国
策
』
「
燕
」
巻

12
九
（
『
新
釈
漢
文
大
系
』
四
九
巻
一
二
四
七
頁
）
な
ど
に
典
拠
が
認
め
ら
れ
る
。

（

）
生
歿
年
未
詳
。
女
性
信
徒
。
駿
河
在
住
か
。
病
の
夫
と
幼
い
子
供
が
い
る
。
夫
の
寿
命
が
長
く
な
い
と
感
じ
て

13
尼
と
な
る
。
古
来
、
窪
尼
（
持
妙
尼
）
と
住
所
や
境
遇
が
似
て
い
る
た
め
混
同
さ
れ
て
き
た
。

（

）『
日
本
国
語
大
辞
典
』（
小
学
館
）
の
「
差
別
」
の
項
に
よ
れ
ば
、「
差
別
」
と
は
、
第
一
に
「
差
を
つ
け
て
区
別

14
す
る
こ
と
。
ち
が
い
。
分
別
。
し
ゃ
べ
ち
」
で
あ
っ
て
、「
特
に
、
現
代
に
お
い
て
、
あ
る
も
の
を
、
正
当
な
理
由

な
し
に
、
他
よ
り
も
低
く
扱
う
こ
と
」
は
第
二
義
と
な
っ
て
い
る
。


